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　目的　ご酒まずに才イロン6で｀コーテベ　ン7〕たずラベ毛細管を用いで, p H を変化す

七だ時のK£客歳およびカチオン卑面活性札溶液の毛管上昇原敵・測之≪-h, オイ・ﾆｰ6

μおけ4, 電気も管現象を調べた。参回It。アニオン坪面活良剤溶液t'V) pH へむヽ，てよ･る

も管上-早距敵を冽定に　これと｡膠面名性剤岩歳中でのカイr・ンのら電位測l^麟呆ピによ'J

六イロンのihお・･現象を菱討I だo

　方法　オイ「-・ンG繊旅は，エーテ/レおヽよぴエタノールで｀光滞トギ酸に瀋やIてtイロ

ッ灘衷を作った。こかをクロA 読酸見液中で｀沈滞I 乞がクスも廊管I*} に吸X Iでテイp" >^

コーディングを行-. た. ぬれの測定は. /ダu K戈瀋歳おヽよダ･種々濃度・μ｀デいレ友城ナト

9 'うム( S ）S ) 灘夜S 硬那トHc£串^ いはN如H T" pH を現も１ T も管上月距敵を

此冷取ソ顕教鏡で剥定I だ。ま面衆力a .ダユヌイ凄面渠カ計で薦定t だ。こボタの利之

は. z）！ / "C,恒温室f行っh. ま1こ。らも4l は麦動電仇浪によ。た。

　賠呆　･♂M Kc2.におヽヽては,ﾌﾞ’イa y- <r,等;液｡付匙ず｀も管j^ 冊距離( ^）が准Tトぶ

_pH曲線r. -A

液・逗濃度では, 等点有近・極小め消矢に等≪鳶より低p H で必おにくく/5｀，た。2.

乙p H ∠6 ・ヽ領蔵f' a , S D S ;f度ヵヽ｀増すし一絞に砂れやfくなる頻向が･認力りわた。Ｃ

C佐和定茄果,で｀は,ヽs t> s 膿度６･増々吋るY. ,尊も々｡よソ鬼p H で｀゛ら・凌化バ大^く，

正"ヽう貝への包箭・差転が喫めいれた，ごおjバノ,ナイa.ンヘのSDS・吸渚層構遣ンご<fo

れ・厠係t 考察（た.

B－46 動電先矛に園す･る研究( 4^　乎ダンｔ極による兇矛勁莱
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　臥

子を除去,する新いヽ洗浄方法を開発ト従え・方蔵と心t,藪を行，た麟果,優^ だ息庁勿莱

き認i･)爪。I カパながら電極反応に由来する汚小付^ f'^･住.L‘やすく. こ・mm. を解決する

A 'inにC極とLて子ﾀﾆｰ極≪ 用いてその洗浄効果を検封＼ た。

　方去　穴を加すた｡＝一義の-ft *v ')板( 虚化 -ル製)・闇に原泉布をは才み,雇もビ"一ノし

餓セ/レの中央に設置する。セ/レ中に充浮巣を満たIて-tr 心両端・電極に直光電£を印のf

．るし義物中でｔ気遣差ヵべ｀起ソ汚'I 粒-3 "■''除去す剌･る。光浄穿けしてドデシノレペン-≪'ンス

ルポニー酸ナトソウA , 河来布と(-て木弗ヵ－7＼r-i ンプラ■/ク感東布およぴ･木神匙±^衆布を

用いた。先和

　結果炭素極き繰ソ返｜硬吊t ると. 電極座に含ま･K^^泌滴ぶ死物卜｀イオンとな。て

謄/阻々ヽら先洛中にig-出トr 陰唇贋|へ勿動にp H 増大めたお/: 奎属水雌化物ビな。て沸に

付着す,るこビが' fつヵヽ，た。テ9 ニ電極き/沼ヽヽ･るビ陽をk≫

光'/<･低fするので低落l浚溌信機を用ヽヽて光序り町ったが, 周演教／--ﾀ)クｼをf /i ^ j リ

効集が｀見いiiなヵヽつre. そぐr"直走^圧釦＼J を／⌒一命砂毎に極性をw ソ替えfj- 刀り印m (

/t 巴ころ，ぼ妙切り慧えて"-Ml t あ,ヽ洗浄劾犀,が得らぷ八。洗洛中で｀・巧染布のらc菰膚l^

^- Ŝ 求め/*こ電気慶透丘度･ｺﾞ光？卑liよく対/応ト戴吻内・毛管氷でのr ﾀ Mま麦功が'沈矛

･n機械力として布用Iでヽヽ･るこビφわ々ヽ。A。


